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　　 2000年度より建設のはじまった VERAシステムの現状について報告する。水沢局・入来局・小笠原局
は、2001年 3月に完成し試験調整観測を行っている。また石垣島局についても 2002年 3月末に完成の予定であ
り、アンテナ現地組み立て・観測機器の工場試験などが進められている。VERA観測システムは、世界初の本格
的な位相補償機能をもったVLBI観測システムであり最大２.２度離角の２つの天体を同時に受信して相互のフリ
ンジ位相差を観測量とするものである。そのための 2ビーム受信機構がもっとも重要な装置となる。２ビーム間
の相対位相差は、50ミクロンの精度で較正されなければいけないが、光路に平行な変動は鏡面上に設置した電波
源による相対位相計測によって補正する。光路に垂直な変位に伴う位相変動は、機械的変形を計測することによ
り補正を行う。光路に垂直な変位の位相差への寄与は、変位の 10分の 1程度になり、受信機台の機械的な変形量
を 0.3mmの精度で計測する必要があり、満足できる計測結果を得られたの発表する。また、２ビームでのアンテ
ナ開口能率や指向性誤差の計測も行ったので、それらの結果についてもあわせて報告する。　　またフリンジ検
出試験を行ったのでその結果についても報告する。


